
          特定非営利活動法人外国人の子どものための勉強会 

 

2025 年度特定非営利活動に関わる事業報告書 

事業の成果 

 

（１）定例勉強会  各教室参加状況（スタッフ数は今年度教室参加者のみ） 

 教室名 

開

催

回

数 

スタッフ 生徒 
学生   

スタッフ 対象生徒 

定例 
 

火曜教室 
41
回 7 名 7 名  

0 
小学生 

土曜午前教室 
40
回 9 名 9 名 0 小学生 

土曜午後教室 
40
回 9 名 15 名 5 名 小学生 

木曜教室 
42
回 10 名 11 名 2 名 中学生・高校生 

文化ホール教室 
40
回 18 名 19 名 1 名 中学生・高校生・既卒生 

新松戸教室 
39
回 21 名 17 名 1 名 小学生・中学生 

カザフスタンとオンライン授業 
29 
回 1 名 1 名  人数土曜午後教室に含む 

高校生は 1 学期のみ受入れ 
 

参加生徒内訳（総計 78 名） 

小学生 小 1－4 名 小 2－5 名 小 3－6 名 小 4－7 名 小 5－7 名 小 6－9 名  

中学生 中 1－7 名 中 2－16 名 中 3－15 名    

高校生・既卒 高 1－1 名 既卒－1 名   （高校生基本 1 学期のみ） 

 
生徒の出身国 

中国    45 名 ベトナム  4 名 カザフスタン  1 名 

フィリピン 9 名 カナダ   2 名 ナイジェリア  1 名 

ネパール  ６名 パキスタン 2 名 バングラデシュ 1 名 

スリランカ 4 名 タイ    2 名 カメルーン   1 名 



 
（２）集中勉強会 
 

 
〇夏休み教室振り返り 

（小学生教室）・7 種類の自由工作を実施、国土交通省建設技術館での体験教室に参加 
      ・外部の募集は行わなかったが 4 名の参加があった。 
（中学生教室）・特別授業－暑中見舞い葉書作成、モビール制作、テコの原理講義 
      ・3 教室合同の開催は参加者確認等に手間取る、今後の検討課題とする 

 
〇受験教室振り返り 
・今年は現役の学校教師が面接官としての参加があり本番に近い練習ができた 
・教育委員会経由の全中学校への募集チラシ配布を今年は中止した 
《本年度高校進学先》 

千葉県立松戸国際高校 千葉県立薬園台高校園芸科 都立荒川工科高校定時制 

〃 流山北高校 〃 流山おおたかの森高校 私立神田女学園高校 

〃 流山南高校 松戸市立松戸高校 私立西武台千葉高校 

〃 沼南高校 柏市立柏高校 私立関東国際高校 

〃 南高柳高校 埼玉県立八潮フロンティア高校 私立翔凛高校 

 
 
 
（３）小学生スタッフ勉強会 

 
 日本語初期指導に関するスタッフ研修会を開催 
第 1 回 2025.9.30（火）19 名参加／第 2 回 2026.2.22（日）21 名参加 

〈独自教材による実践例〉〈絵カードの活用〉〈支援のためのしおり作成～使い方を学

習〉 
〈教材やまのぼり指導案〉〈漢字の指導法〉〈ディクテーション聞き取りの実践例〉 
〈授業ごとの学習目標と記録〉など多くのテーマで発表があり全員の意見交換があった。 
 

  開催回数 スタッフ 生徒 学生スタッフ 

夏

休

み

教

室 

小学生 
5 回 

7/22～7/26 
15 名 

17 名  在校生 13 名 
外部生 4 名 

高校生 2 名 

中学生 
5 回 

7/22～7/26 
22 名 

17 名  在校生 16 名 
外部生 1 名 

高校生 2 名 

小学生

中学生 
4 回 

8/26～8/29 
10 名 

9名   小学生4名・ 

中学生 5 名 
高校生 2 名 

受

験

教

室 

中学生 
既卒生 

22 回 
2025/10/12 
～2026/2/15 

32 名 
24 名  在校生 15 名 

外部生 9 名 
1 名 

国語 11 回・ 英語・数学各 10 回   



（４）広報活動 
 

 
（５）交流事業 
 

 
 
 

会報『かけはし』 
35 号‘25 年 1/17 発行 ・36 号‘25 年 5/26 発行 ・37 号‘25 年 11/発行 
36 号はクラウドファンディング寄付者も加え 160 通あまりに郵送したが 
交流のなくなっている方を見直し 90 通ぐらいに整理した。 

ホ ー ム ペ ー ジ ・  

フェイスブックなど 

各行事、教室状況、会報、順次更新 
QR コードからもアクセスでき、多言語に翻訳して見られるようになってい

るので、HP をみて入会の問合せも増えている。 

事業名 開催日 場所 スタッフ 事業内容 

近隣大学連携 2025.6.4・7 
新松戸教室 
文化ホール教室 

大学生 
7 名・9 名 

千葉商科大学学生教室見学 

   〃 2025.7.9 新松戸教室 
大学生  

10 名 
流通経済大学学生教室見学 

   〃 2025.7.13 流通経済大学  8 名 
海の日フェスタに参加ブース

を開設、学生・市民との交流 

   〃 2026.2.7 千葉商科大学 3 名 
地域連携フォーラムに参加 
ESCOの活動紹介 

先輩と話そう会 2025.7.5 ゆうまつど 23 名 

卒業生 11 名・在籍生 8 名 
高校生が“わがスクールライ

フ”を語り、その後ゲームで全

員で盛り上がった 

房総ネットワーク 2025.10.5 市民会館 2 名 
外国ルーツの子どものための

進路ガイダンス 

松戸市国際文化祭 2025.10.18 市民会館 5 名 ブースを訪れた人 100 名超 

男女共同参画会議 2025.11.1－7 ゆうまつど 2 名 
ゆうまつどフェスタ、テーマ 
“自分で決める、私の未来” 

おやこ会 2025.12.6 
常磐平 
市民センター 

23 名 
生徒 26 名・保護者 21 名 
各教室出し物を披露 

スタッフ交流会 2026.3.21 
イタリアン

SPIGA 
29 名 

教室ごとあいうえお順の席決

めでメンバー交流を図る 

常磐平団地居場所 
毎週月曜日 
16 時半～18 時 

常盤平団地  

コモンズステー

ション 
3 名 

参加外国人の子どもの実績 
小学生 11 名～ 
中学生以上 9 名～ 

バスハイク   経費値上がりで負担増のため中止 



（６）外部との会議・講習会等への参加 

月日           課題       （出席者） 主催 

2025.5.18 

房総多文化ネットワーク総会 
講演｢荒川区のプレクラス等初期指導のシステム｣枦木典子氏 

             （参加：海老名・中尾・神山） 

房総多文化ネット

ワーク 

202511.21 第 1 回松戸市日本語教育推進連絡会議       （中尾） 
松戸市教育委員会

教育政策研究課 

2026.1.30 第 2 回松戸市日本語教育推進連絡会議     （松尾傍聴） 
松戸市教育委員会

教育政策研究課 

2026.2.2 常盤平第 1 小学校の松戸市プレスクール見学 （中尾・田窪） 松戸市教育委員会 

2026.2.26 赤い羽根助成金 2025 年度活動報告会参加     （松尾） 千葉県共同募金会 

 
 
（７）【日本語を母国語としない子どものための学習支援事業に関する協定書】 

を松戸市国際推進課と締結 
〔目的；この協定は、松戸市と外国人の子どものための勉強会が課題の事業を協働 

事業として 2022～2024 年の 3 年間実施し、そこで得られた成果を地域に還元させ

るため、松戸市は外国人の子どものための勉強会のフォローアップ及び地域との連

携を図ることを目的とする。〕 
 
協定期間は 1 年間で、毎年更新が必要です。これにより、新松戸教室の新松戸市民

センター市民活動支援コーナーの年間優先利用が認められています。また国際推進

課を窓口としてチラシ配布依頼やイベントの相談など協力関係を築けています。 
 
（８）新体制への移行 
  ・理事長交代により事務所を新理事長宅に変更し法務局登記した 
  ・行政・金融機関・登録団体等への代表者変更届修了した 
  ・理事長宅の電話・メールが当会への入会問合せ窓口としてきたシステムを変更 
   会としてのアドレスを作成、すべてホームページからの問合せとした。    

個人宅の電話番号はパンフレット含め表示をやめた 
  ・同時に GoogleWorkspace(NPO 向け無償提供)を導入し会員内の連絡網の高度化、 
   資料・ファイルの共有化も進めてきた。 


